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１．化学品及び会社情報
　化学品の名称 Glutaraldehyde, EM Grade, 50%
　コンポーネント名
　商品コード POL社　商品コード：18428
　供給者の会社名称 フナコシ株式会社
　住所 東京都文京区本郷２－９－７
　担当部門 コンプライアンス管理部
　電話番号 ０３－５６８４－５１０７
　FAX番号 ０３－５８０２－５２１８
　推奨用途及び使用上の制限 研究用試薬
　整理番号 OTH0143V03　（2023/4/1）

２．危険有害性の要約（以下、SDSは単一物質としての評価に基づき作成）
化学品のＧＨＳ分類
　物理化学的危険性 引火性液体 区分4
　健康有害性 急性毒性（経口） 区分3

急性毒性（経皮） 区分3
急性毒性（吸入：蒸気） 区分1
皮膚腐食性／刺激性 区分1B
眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 区分1
呼吸器感作性 区分1A
皮膚感作性 区分1A
特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分1（呼吸器）
特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分1（呼吸器）

　環境有害性 水生環境有害性　短期（急性） 区分1
水生環境有害性　長期（慢性） 区分2
上記で記載がない危険有害性は、区分に該当しないか分類できない。

ＧＨＳラベル要素
　絵表示
RTCV

　注意喚起語 危険
　危険有害性情報 H227　引火性液体

H301+H311　飲み込んだ場合や皮膚に接触した場合は有毒
H314　重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷
H317　アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ
H330　吸入すると生命に危険
H334　吸入するとアレルギー、ぜん息又は呼吸困難を起こすおそれ
H370　臓器の障害
H372　長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害
H400　水生生物に非常に強い毒性
H411　長期継続的影響によって水生生物に毒性

注意書き
　安全対策 熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。

(P210)
粉じん、煙、ガス、ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。(P260)
取扱い後は眼や手をよく洗うこと。(P264)
この製品を使用するときに、飲食又は喫煙をしないこと。(P270)
屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。(P271)
汚染された作業衣は作業場から出さないこと。(P272)
環境への放出を避けること。(P273)
保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。(P280)
換気が不十分な場合、呼吸用保護具を着用すること。(P284)

　応急措置 飲み込んだ場合、直ちに医師に連絡すること。(P301+P310)

安全データシート
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飲み込んだ場合、口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。
(P301+P330+P331)
皮膚に付着した場合、直ちに医師に連絡すること。(P302+P310)
皮膚に付着した場合、気分が悪いときは医師に連絡すること。
(P302+P312)
皮膚に付着した場合、多量の水で洗うこと。(P302+P352)
皮膚や髪に付着した場合、直ちに汚染された衣類を全て脱ぐこと。皮膚
を水又はシャワーで洗うこと。(P303+P361+P353)
吸入した場合、直ちに医師に連絡すること。(P304+P310)
吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させ
ること。(P304+P340)
眼に入った場合、直ちに医師に連絡すること。(P305+P310)
眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着
用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。
(P305+P351+P338)
ばく露又はばく露の懸念がある場合、医師に連絡すること。(P308+P311)
気分が悪いときは、医師の診察、手当てを受けること。(P314)
皮膚刺激又は発しんが生じた場合、医師の診察、手当てを受けること。
(P333+P313)
呼吸に関する症状が出た場合、医師に連絡すること。(P342+P311)
汚染された衣類を再使用する場合は洗濯をすること。(P363)
火災の場合、消火するために適切な消火剤を使用すること。(P370+P378)
漏出物を回収すること。(P391)

　保管 換気の良い場所で保管すること。(P403)
施錠して保管すること。(P405)

　廃棄 内容物や容器を、国、都道府県又は市町村の規則に従って廃棄するこ
と。(P501)

他の危険有害性 　
重要な徴候及び想定される非常
事態の概要

　

３．組成及び成分情報
化学物質・混合物の区別 混合物
化学名又は一般名 グルタルアルデヒド
CAS番号 111-30-8
濃度又は濃度範囲 50%
化学式 C5H8O2
化審法官報公示番号 (2)-509
安衛法官報公示番号 　
分類に寄与する不純物及び安
定化添加物

データなし

以下、該当する単一成分のＳＤＳを記載する。

４．応急措置
吸入した場合 直ちに医師に連絡すること。

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。
気分が悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。
ばく露又はばく露の懸念がある場合、医師に連絡すること。
呼吸に関する症状が出た場合、医師に連絡すること。

皮膚に付着した場合 直ちに医師に連絡すること。
直ちに汚染された衣類をすべて脱ぎ、皮膚を多量の流水又はシャワーで
洗うこと。
気分が悪いときは医師に連絡すること。
皮膚刺激又は発しんが生じた場合、医師の診察、手当てを受けること。
汚染された衣類を再使用する場合には洗濯すること。

眼に入った場合 直ちに医師に連絡すること。
水で数分間注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて容易
に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。
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飲み込んだ場合 直ちに医師に連絡すること。
口をすすぐこと。無理に吐かせないこと。

急性症状及び遅発性症状の最
も重要な徴候症状

吸入：咳、頭痛、息苦しさ、吐き気、喘鳴、咽頭痛。皮膚：発赤、ざらつき、
皮膚熱傷、水疱。眼：発赤、痛み。経口摂取：腹痛、吐き気、下痢、嘔吐。

応急措置をする者の保護 データなし
医師に対する特別な注意事項 喘息の症状は2～3時間経過するまで現れない場合が多く、安静を保た

ないと悪化する。したがって、安静と経過観察が不可欠である。この物質
により喘息の症状を示した者は、以後この物質に接触しないこと。

５．火災時の措置
適切な消火剤 泡消火剤、粉末消火剤、炭酸ガス、乾燥砂類。
使ってはならない消火剤 棒状注水、水噴霧。
特有の危険有害性 熱、火花及び火炎で発火するおそれがある。

激しく加熱すると燃焼する。
火災時に刺激性、腐食性及び毒性のガスを発生するおそれがある。

特有の消火方法 危険でなければ火災区域から容器を移動する。
容器が熱に晒されているときは、移動させない。
安全に対処できるならば着火源を除去すること。

消火を行う者の保護 適切な空気呼吸器、防護服（耐熱性）を着用する。

６．漏出時の措置
人体に対する注意事項、保護具
及び緊急時措置

作業者は適切な保護具（「８．ばく露防止及び保護措置」の項を参照）を
着用し、眼、皮膚への接触や吸入を避ける。
全ての着火源を取除く。
密閉された場所に立入る前に換気する。

環境に対する注意事項 環境への放出を避けること。
封じ込め及び浄化の方法及び
機材

漏れた液やこぼれた液を、密閉式の容器に回収し、残留液を不活性吸
収剤に吸収させ、後で廃棄処理する。
危険でなければ漏れを止める。

二次災害の防止策 全ての発火源を速やかに取除く（近傍での喫煙、火花や火炎の禁止）。
排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐ。

７．取扱い及び保管上の注意
取扱い 　
　技術的対策 「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の設備対策を行い、保護具を着用

する。
　安全取扱注意事項 火気注意。

炎や高温のものから遠ざけること。禁煙。
ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。
屋外又は換気の良い場所でのみ使用すること。
眼、皮膚との接触、飲み込まないこと。

　接触回避 「１０．安定性及び反応性」を参照。
　衛生対策 この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。

取扱い後はよく眼と手を洗うこと。
汚染された作業衣は作業場から出さないこと。

保管 　
　安全な保管条件 保管場所には危険物を貯蔵し、又は取扱うために必要な採光、照明及

び換気の設備を設ける。
保管場所は壁、柱、床を耐火構造とし、かつ、屋根とはりを不燃材料で
作り、床は、危険物や水が浸透しない構造とする。
熱、火花、裸火のような着火源から離して保管すること。禁煙。
容器を密閉して換気の良い涼しいところで保存すること。
施錠して保管すること。

　安全な容器包装材料 国連輸送法規で規定されている容器を使用する。

８．ばく露防止及び保護措置
管理濃度 未設定
許容濃度(産衛学会) 【最大許容濃度】0.03ppm
許容濃度(ＡＣＧＩＨ) TWA -, STEL C 0.05ppm
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設備対策 取り扱いの場所の近くに、洗眼及び身体洗浄のための設備を設ける。
作業場には全体換気装置、局所排気装置を設置すること。

保護具 　
　呼吸用保護具 適切な呼吸器保護具を着用すること。

換気が不十分な場合、ばく露の可能性のあるときは、送気マスク、空気
呼吸器、又は酸素呼吸器を着用する。

　手の保護具 適切な保護手袋を着用すること。
　眼、顔面の保護具 適切な保護眼鏡（普通眼鏡型、側板付き普通眼鏡型、ゴーグル型）を着

用すること。
　皮膚及び身体の保護具 適切な保護衣、保護面を着用すること。

９．物理的及び化学的性質
物理状態 液体
色 無色
臭い 刺激臭
融点／凝固点 -14℃
沸点又は初留点及び沸騰範囲 データなし
可燃性 不燃性。
爆発下限界及び上限界／可燃
限界

データなし

引火点 約71℃
自然発火点 225℃
分解温度 187～189℃
ｐＨ データなし
動粘性率 データなし
溶解度 水に可溶、エタノール、ベンゼンに混和。
n-オクタノール／水分配係数
(log値)

log Pow = -0.18

蒸気圧 2200Pa（20℃）
密度及び／又は相対密度 0.7（水 = 1）、0.99～1.13g/cm3（20℃）
相対ガス密度 22hPa（20℃）
粒子特性 データなし

１０．安定性及び反応性
反応性 強塩基、強酸および強酸化剤と反応する。
化学的安定性 法規制に従った保管及び取扱においては安定と考えられる。
危険有害反応可能性 火災時に刺激性、腐食性及び毒性のガスを発生するおそれがある。
避けるべき条件 混触危険物質との接触。
混触危険物質 強塩基、強酸、強酸化剤
使用、保管、加熱の結果生じる
危険有害な分解生成物

データなし

その他 本物質は、強還元剤。

１１．有害性情報
急性毒性
　経口 【分類根拠】

（１）～（５）より、区分3とした。
【根拠データ】
（１）ラット（雄）のLD50 = 123mg/kg（OECD TG 401、GLP）（CLH Report
（2013）、SIAR（2001）、AICIS 評価書（1994））
（２）ラット（雌）のLD50 = 77mg/kg（OECD TG 401、GLP）（CLH Report
（2013）、SIAR（2001）、AICIS 評価書（1994））
（３）ラット（雄）のLD50 = 158mg/kg（CLH Report（2013）、SIAR（2001））
（４）ラット（雌）のLD50 = 143mg/kg（CLH Report（2013）、SIAR（2001））
（５）ラットのLD50 = 134～140mg/kgの間（厚労省 リスク評価書（2015））

　経皮 【分類根拠】
（１）～（５）より、区分3とした。
【根拠データ】
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（１）ウサギのLD50 = 403mg/kg（MOE 初期評価（2017）、厚労省 リスク
評価書（2015））
（２）ウサギ（雄）のLD50 = 875mg/kg（CLH Report（2013））
（３）ウサギのLD50 = 640～2,000mg/kg（AICIS 評価書（1994）、SIAR
（2001））
（４）ウサギ（雄）のLD50 = 900mg/kg（AICIS 評価書（1994））
（５）ウサギ（雄）のLD50 = 1,430mg/kg（AICIS 評価書（1994））
【参考データ等】
（６）ウサギのLD50 = > 1,000mg/kg（CLH Report（2013）、EPA Pesticides
（2007））
（７）ラットのLD50 = > 1,000mg/kg（CLH Report（2013）、DFG MAK（1997））

　吸入（蒸気） 【分類根拠】
（１）～（５）より、区分1とした。なお、ばく露濃度は飽和蒸気圧濃度の
90％（19,541ppm）より低いため、蒸気と判断し、ppmVを単位とする基準
値より判断した。
【根拠データ】
（１）ラット（雄）のLC50 = 23.5ppm/4h（OECD TG 403、GLP）（AICIS 評価
書（1994））
（２）ラット（雌）のLC50 = 40.1ppm/4h（OECD TG 403、GLP）（AICIS 評価
書（1994））
（３）ラットのLC50 = 23.4～44.0ppm/4h（NITE 初期リスク評価書（2008））
（４）ラット（雌）のLC50 = 68.4ppm/4h（CLH Report（2013））
（５）ラット（雄）のLC50 = 85.5ppm/4h（CLH Report（2013））
【参考データ等】
（６）ラットのLC50 = > 24.4ppm/4h（OECD TG 403、GLP）（CLH Report
（2013））
（７）ラット（雄）のLC50 = 126ppm/4h（CLH Report（2013））
（８）ラット（雌）のLC50 = 110ppm/4h（CLH Report（2013））

皮膚腐食性及び皮膚刺激性 【分類根拠】
（１）～（４）より、区分1Bとした。
【根拠データ】
（１）実験動物の皮膚に25％以上の水溶液で刺激性を示す。ヒトの皮膚
に付着すると、発赤、水疱を生じるほか、のどや鼻粘膜への刺激症状が
みられる。皮膚炎等の防止策として厚生労働省は作業環境気中濃度の
最大値の目安を0.05ppmに設定している（厚労省 リスク評価書（2015））。
（２）ウサギ（n = 6）の皮膚刺激性試験（OECD TG 404、GLP、4時間適
用、10日観察）で、適用後24/48/72h後の紅斑スコアの平均は2.8、浮腫
スコアの平均は2.6であり、10日後の観察でも壊死と剥離が認められ回
復性はみられなかった。また1時間ばく露群ではばく露後に生存した5例
のうち2例で壊死、4例で皮膚剥離がみられ、3分ばく露群では1例で軽度
の紅斑がみられた（ECHA RAC Opinion（2014）、CLH Report（2013））。
（３）ウサギ（n = 4）の皮膚刺激性試験（4時間適用、8日観察）で、50％水
溶液を適用した場合、8日後に壊死、紅斑及び浮腫が認められ、非可逆
的な影響であった。また、ウサギ（n = 2）の皮膚刺激性試験（50％水溶液
を1時間適用、8日観察）では8日後に紅斑及び浮腫を伴う重度の痂皮脱
落が認められ、回復性はみられず、ウサギの皮膚刺激性試験（50％水
溶液を3分間適用、8日観察）では浮腫はみられず、8日後に痂皮がみら
れた（ECHA RAC Opinion（2014）、CLH Report（2013））。
（４）ウサギ（n = 5）の皮膚刺激性試験（OECD TG 404相当、半閉塞）で、
24％溶液適用群1例に、3分間適用し24時間観察したところ腐食性はみ
られなかったが、1時間又は4時間適用し24時間観察したところ腐食性が
みられた。15％溶液適用群1例に、3分間又は1時間適用し72時間観察し
たところ腐食性はみられなかったが、4時間適用し72時間観察したところ
腐食性がみられた。4％溶液適用群3例に、4時間適用し14日間観察した
ところ重度の浮腫がみられた（紅斑・痂皮スコア：3.3/2.7/2.7、浮腫スコ
ア：4/2/3）（REACH登録情報 Acc.July（2021））。
【参考データ等】
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（５）本物質は、平成8年労働省告示第33号（平成25年厚生労働省告示
第316号により改正）で、労働基準法施行規則別表第一の二第四号1の
厚生労働大臣が指定する単体たる化学物質及び化合物（合金を含む。）
に「グルタルアルデヒド」として指定されており、本物質にさらされる業務
による、特定の症状又は障害を主たる症状又は障害とする疾病（皮膚障
害、前眼部障害又は気道障害）が業務上の疾病として定められている。

眼に対する重篤な損傷性又は
眼刺激性

【分類根拠】
（１）～（４）より、区分1とした。
【根拠データ】
（１）皮膚腐食性／刺激性で区分1Bである。
（２）実験動物の眼に対して濃度依存的な刺激性が認められ、5％以上の
水溶液では重度の角膜損傷がみられる。ヒトの眼粘膜に接触すると発
赤、痛みを生じ、高濃度では角膜炎や結膜炎を発症する場合がある（厚
労省 リスク評価書（2015））。
（３）ウサギ（n = 6）の眼刺激性試験（GLP、45％溶液、21日観察）で、
24/48/72h後の角膜混濁スコアの平均は4、結膜発赤スコアの平均は
1.7、結膜浮腫スコアの平均は3.9であり、角膜混濁と結膜腫脹が非常に
強く、角膜と虹彩の所見の完全なスコア判定は困難である。影響は21日
間には回復しなかった（ECHA RAC Opinion（2014）、CLH Report（2013））。
（４）ウサギ（n = 6）の眼刺激性試験（50％溶液、8日観察）で、角膜混濁
は24時間後の限局的から強さを増して8日後に75～100％の領域に広
がった。結膜発赤と浮腫も進行し、8日後までに眼瞼が半分閉鎖した（角
膜混濁スコア：2/2/2/2/2/2.3、虹彩炎スコア：1/1/1/1/1/1、結膜発赤ス
コア：2/2/2.3/2/2.3/2.3、結膜浮腫スコア：2/2.7/2.3/2.3/2.3/2.3）（ECHA
RAC Opinion（2014）、CLH Report（2013）、REACH登録Acc.July（2021））。
【参考データ等】
（５）皮膚腐食性及び皮膚刺激性の（５）参照

呼吸器感作性 【分類根拠】
（１）～（５）より、区分1Aとした。
【根拠データ】
（１）ヒトで、殺菌消毒剤等に使用される本物質に反復ばく露されることに
より、鼻炎、息切れ、喘鳴、喘息等の呼吸器への感作を起こすことがある
（厚労省 リスク評価書（2015））。
（２）職業的に高濃度の本物質にばく露された労働者に呼吸器感作性が
みられたとする複数の報告があり、ばく露濃度が20～30ppb以上で感作
性が生じる可能性がある。また、作業者ばく露による喘息の発症と本物
質ばく露との関連性を指摘する報告がある（ECHA RAC Opinion（2014）、
CLH Report（2013））。
（３）マウス（n = 6/群）のIgE試験で、本物質の0％、2.5％、5％、12.5％溶
液50uLを塗布した7日後に25uL塗布し、14日後に血清IgEを測定したとこ
ろ、血清IgEが用量依存的に増加した（血清IgE：0.304±0.024ug/mL
（0％）、0.516±0.038ug/mL（2.5％）、0.640±0.195ug/mL（5％）、1.280±
0.193ug/mL（12.5％））（ECHA RAC Opinion（2014）、CLH Report（2013））。
（４）日本産業衛生学会では気道感作性物質第１群に分類されている。
（５）皮膚腐食性及び皮膚刺激性の（５）参照

皮膚感作性 【分類根拠】
（１）～（８）より、区分1Aとした。
【根拠データ】
（１）殺菌消毒に携わる作業者では、手、腕、顔、頸にそう痒性皮膚炎や
湿疹、アレルギー性接触性皮膚炎を発症することが報告されている（厚
労省 リスク評価書（2015））。
（２）59ヶ所の内視鏡検査部門の看護師348人を対象としたイギリスの調
査では、対象者の91.4％が本物質にばく露されており、ばく露した対象者
の44％に職業性の接触皮膚炎がみられた（MOE 初期評価（2017））。
（３）モルモット（n = 20）のMaximisation試験（OECD TG 406相当、GLP、
皮内投与：0.1％）で、惹起後の感作率は68％（13/19例）であり、再惹起
後の感作率は32％（6/19例）であった（ECHA RAC Opinion（2014）、CLH
Report（2013））。
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（４）モルモットのMaximisation試験で、感作性を示す（厚労省 リスク評価
書（2015）、NITE 初期リスク評価書（2008））。
（５）マウスの局所リンパ節試験（LLNA）で、アセトン/オリーブ油を溶媒と
した場合のEC3値は0.07％、プロピレングリコ－ルを溶媒とした場合の
EC3値は1.5％であった（ECHA RAC Opinion（2014）、CLH Report（2013））。
（６）マウスの局所リンパ節試験（LLNA）で、刺激指数（SI値）は15.5
（2.5％）、23.4（5％）、38.7（12.5％）及び34.9（25％）であった（ECHA RAC
Opinion（2014）、CLH Report（2013））。
（７）日本産業衛生学会では皮膚感作性物質第１群に分類されている。
（８）皮膚腐食性及び皮膚刺激性の（５）参照

生殖細胞変異原性 【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。
【根拠データ】
（１）In vivoでは、マウスの骨髄赤芽球の染色体異常試験（単回腹腔内投
与）で、唯一陽性の結果であったが、ラットの骨髄赤芽球の染色体異常
試験、マウスの骨髄赤芽球の小核試験（単回強制経口投与、3日間腹腔
内投与、13週間吸入ばく露）、マウスの優性致死試験、及びラットの肝細
胞のUDS試験では全て陰性の結果であった（NITE 初期リスク評価書
（2008）、MOE 初期評価（2017）、厚労省 リスク評価書（2019））。
（２）In vitroでは、細菌復帰突然変異試験で多くが陽性、ほ乳類培養細
胞の遺伝子突然変異試験及び染色体異常試験で陽性又は陰性の結果
であった（NITE 初期リスク評価書（2008）、MOE 初期評価（2017）、厚労
省 リスク評価書（2019））。
（３）EUでは、遺伝毒性のin vitroでは強力な証拠が得られているが、in
vivoでは1試験を除き全て陰性である。接触部位では変異原性を示す可
能性は残されているが、発がん性試験及び生殖毒性試験の結果が陰性
であることから、追加試験はないと結論している。（CLH Report（2013））。
（４）変異原性については判断できない（厚労省 リスク評価書（2019））。
なお、変異原性試験で陽性であるため、安衛法の健康障害防止指針（変
異原性）の対象物質とされている（厚労省 リスク評価書（2019））。

発がん性 【分類根拠】
（１）～（３）より、区分に該当しない。
【根拠データ】
（１）国内外の分類機関による既存分類結果では、ACGIHでA4（ACGIH
7th（2015））、EPAでNL（Not Likely to be Carcinogenic to Humans）（EPA
OPP Annual Cancer Report 2020 Acc.July（2021）: 2006年分類）、DFGで
カテゴリー4（DFG MAK（2006））に分類されている。
（２）ラットの2年間飲水投与の発がん性試験で、雌に大顆粒リンパ球白
血病の発生率が増加したが、ラットは加齢性自然発生性の腫瘍であり用
量依存性がないことから、毒性学的意義は明確でない（厚労省 リスク評
価書（2019）、MOE 初期評価（2017）、NITE 初期リスク評価書（2008））。
（３）マウスの78週間吸入ばく露及びマウス又はラットの104週間吸入ばく
露による３つの発がん性試験で、ばく露に関連した腫瘍発生率の増加は
みられなかった（同上、NTP TR490（1999））。
【参考データ等】
（４）米国の本物質製造工場に勤務していた男性従業員186人を対象とし
たコホート研究では、死亡率は14/186人（SMR = 0.55、p = 0.15）、がん死
亡率は4/186人（SMR = 0.65、p = 0.59）であり、ばく露によるがんの過剰
発生はみられなかった。多少作業員を入れ換えた本コホート188人を対
照群（非ばく露部門作業者）3,173人と比較調査した結果、がんによる死
亡は100ppb/年超ばく露群でも期待値より低く、ばく露の増加に伴って増
加傾向を示す特定の腫瘍はなく、白血病、鼻腔や上咽頭のがんによる
死亡者もみられなかった（厚労省 リスク評価書（2019）、MOE 初期評価
（2017）、NITE 初期リスク評価書（2008））。
（５）DFGは遺伝毒性の証拠がin vitroではあること、及び13週間吸入ばく
露後に鼻腔上皮組織に細胞増殖の発生頻度増加がみられることから、
本物質の気道組織への発がん性影響の可能性は排除できない（ただ
し、気道刺激を生じない濃度では細胞増殖も起こさず、遺伝毒性影響も
わずかしか働かない）として、Category 4とした（DFG MAK（2006））。
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生殖毒性 【分類根拠】
（１）～（４）より、区分に該当しない。
【根拠データ】
（１）フィンランドの病院で本物質を殺菌消毒に使用していた全看護師を
対象としたコホート研究で、妊娠期間中に従事した看護師（545例）にお
ける自然流産発生率は15.1％であり、対照群（1,179例）の発生率10.5％
に比べ有意に高かった。ばく露された消毒剤と自然流産との関連を調べ
たところ、本物質については、妊娠前、妊娠中のいずれのばく露でも自
然流産との関連はみられなかった。（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚
労省 リスク評価書（2015）、MOE 初期評価（2017））。
（２）フィンランドで自然流産及び奇形児を出産した看護師217人及び46人
を対象とした症例対照研究で、自然流産及び奇形児出産の本物質のば
く露に対するオッズ比はそれぞれ1.1 、0.8であり、これらのリスクの増加
は認められなかった（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚労省 リスク評価
書（2015）、MOE 初期評価（2017））。
（３）ラットの経口投与による二世代生殖毒性試験で、生殖毒性はみられ
なかった（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、
MOE 初期評価（2017）、ACGIH 7th（2015））。
（４）妊娠動物（マウス、ラット、ウサギ）の経口（強制経口又は飲水）投与
による4つの発生毒性試験で、発生毒性はみられなかった（NITE 初期リ
スク評価書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、MOE 初期評価
（2017）、ACGIH 7th（2015））。

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 【分類根拠】
（１）～（４）より、ヒトでは主に鼻、咽喉などに対する刺激性の症状がみら
れ、（５）～（１０）より、動物試験で、中枢神経と鼻、肺などへの影響がみ
られた。しかし、中枢神経への影響は全身影響に伴うものであると考えら
れ、ヒトと動物試験の影響を総合的に考慮し、区分1（呼吸器）とした。
【根拠データ】
（１）病院で週 1回以上本物質を使用する従業者44名のうち、64％が眼と
鼻の刺激症状、41％がのどの刺激症状、16％がのどの痛みを訴えた
（厚労省 リスク評価書（2015）、MOE 初期評価（2017））。
（２）職業ばく露による気道刺激の証拠としては、くしゃみ、鼻汁、咳、咽頭
刺激、喉のヒリヒリ感等の鼻と気道の症状がある（CLH Report（2013））。
（３）気道刺激以外の全身影響には頭痛、めまい、吐き気、腹痛、手足の
無力感、心臓影響（心動悸、頻脈）である（EPA Pesticides（2007））。
（４）ヒトへの偶発的な事故例として、手術中に誤って本物質（Cidex）
100mLを顔面に浴びた小児に発熱、嘔吐、頻呼吸、頻脈などの症状がば
く露6時間後から見られたが、最終的には後遺症なく回復している（厚労
省 リスク評価書（2015）、産衛学会 許容濃度等の勧告（2006））。
（５）ラットの単回経口投与試験で、うずくまり姿勢、自発運動低下、歩行
異常、浅速呼吸、立毛、腹部膨満、眼瞼下垂、紅涙、鼻粘膜の出血、下
痢、肺の充血及び腺胃のびらんがみられた（NITE 初期リスク評価書
（2008））。
（６）ラットの単回経皮投与試験で、200～1000mg/kg（区分1の範囲）で、
呼吸困難、無関心、興奮、よろめき、アトニー、震え、全身状態の悪化が
みられた（CLH Report（2013））。
（７）ラットの単回経皮投与試験で、 自発運動低下、身づくろい及び洗顔
動作の増加、呼吸数減少、流涙、眼瞼下垂及び鼻出血、肺にうっ血及び
気腫がみられた（NITE 初期リスク評価書（2009））。
（８）ラットの単回吸入ばく露試験で、0.11mg/L（区分1の範囲）で、剖検の
結果、鼻炎と鼻腔の杯細胞過形成がみられた（CLH Report（2013））。
（９）ラットの単回吸入ばく露試験で、呼吸困難が多くみられ、0.094mg/L
（区分1の範囲）、0.17mg/L（区分1の範囲）で肺の色の変化がみられ、死
因は肺の損傷にあるとの見解がなされている（AICIS 評価書（1994））。
（１０）ウサギの単回吸入ばく露試験で、身づくろい、洗顔動作の増加、
ラッセル音、被毛の黄変がみられた（NITE 初期リスク評価書（2010））。
【参考データ等】
（１１）ラット、マウス、モルモットの急性毒性試験で、中枢神経抑制、痙
攣、呼吸困難などの症状がみられた（GESTIS Acc.July（2021））。
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特定標的臓器毒性（反復ばく露） 【分類根拠】
（１）～（３）より、ヒトでは主に鼻や咽喉といった呼吸器に症状がみられ
た。また、動物試験で、（４）～（８）より、吸入経路では区分1の範囲で鼻、
肺などに症状がみられた。以上のことから、区分1（呼吸器）とした。
【根拠データ】
（１）半年間に2％溶液による殺菌消毒に月1回以上従事したスウェーデ
ンの病院スタッフ39人を対象とした横断研究で、手の湿疹や発疹、鼻炎・
鼻閉症状、咽頭痛、頭痛、吐き気の発症頻度がばく露群で有意に高く、
ばく露頻度とも関連がみられた（平均ばく露濃度0.01ppm、範囲：< 0.002
～0.14ppm）（厚労省 リスク評価書（2015）、MOE 初期評価（2017））。
（２）1～2％の殺菌消毒に1年以上従事したオーストラリアの看護師135人
を対象とした横断研究で、過去1年間に皮膚炎、眼刺激症状、頭痛、倦
怠感を発症した頻度はばく露群で有意に高かった（平均ばく露濃度
0.032ppm、範囲0.003～0.25ppm）（厚労省 リスク評価書（2015））。
（３）国内の病院内視鏡室の調査で、適切な換気をしていない室内の本
物質濃度は0.1～0.8ppmであり、従事者の症状は、頭痛、眼・鼻・喉の刺
激、乾燥・紅斑などの皮膚症状であった（厚労省 リスク評価書（2015））。
（４）ラットの4週間吸入ばく露試験（6時間/日、5日/週）で、0.000409mg/L
（90日換算：0.000292mg/L、区分1の範囲）で肺相対重量の増加、細気管
支上皮細胞の空胞化、細気管支クララ細胞及び肺胞毛細血管内皮細胞
の脂肪変性がみられた（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚労省 リスク
評価書（2015））。
（５）ラットの13週間吸入ばく露試験（6時間/日、5日/週）0.000512mg/L
（0.000366mg/L、区分1の範囲）で、鼻腔上皮の病変（鼻前庭の扁平上皮
化生、呼吸上皮の炎症、過形成など）が、0.00102mg/L（0.000731mg/L、
区分1の範囲）で体重増加抑制（雌）が、0.00205mg/L（0.00146mg/L、区
分1の範囲）で削痩、呼吸困難及び被毛粗剛、体重増加抑制（雄）がみら
れた（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、
MOE 初期評価（2017））。
（６）ラットの104週間吸入ばく露試験（6時間/日、5日/週）0.00102mg/L
（0.000731mg/L、区分1の範囲）で、扁平上皮の過形成、炎症、体重の低
値（雄）が、0.00205mg/L（0.00146mg/L、区分1の範囲）で呼吸上皮の過
形成、炎症、扁平上皮化生、生存率低下（雌）、体重の低値、嗅上皮の
硝子滴変性（雌）が、0.00307mg/L（0.00219mg/L、区分1の範囲）で呼吸
上皮杯細胞の過形成、嗅上皮の硝子滴変性（雄）、削痩（雌）がみられた
（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、MOE 初
期評価（2017））。
（７）マウスの13週間吸入ばく露試験（6時間/日、5日/週）0.000256mg/L
（0.000183mg/L、区分1の範囲）で、用量依存性の体重増加抑制（雄）、
鼻前庭の炎症（雌）が、0.000512mg/L（0.000366mg/L、区分1の範囲）で
呼吸上皮の扁平上皮化成生、炎症及びびらん、体重増加抑制（雌）が、
0.00102mg/L（0.000731mg/L、区分1の範囲）で呼吸困難が、
0.00205mg/L（0.00146mg/L、区分1の範囲）で自発運動の低下、頻呼
吸、被毛粗剛、腹臥位、喉頭呼吸粘膜の扁平上皮化生及び壊死がみら
れた（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、
MOE 初期評価（2017））。
（８）マウスの104週間吸入ばく露試験（6時間/日、5日/週）0.000256mg/L
（0.000183mg/L、区分1の範囲）で、鼻腔の呼吸上皮の硝子滴変性（雌）
が、0.000512mg/L（0.000366mg/L、区分1の範囲）で鼻腔の呼吸上皮の
扁平上皮化生（雄）、体重の低値（雌）、鼻腔の炎症（雌）がみられた
（NITE 初期リスク評価書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、MOE 初
期評価（2017））。
【参考データ等】
（９）ラットの飲水投与の90日間経口投与試験で、250ppm（25mg/kg/day
（雄）、35mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で腎臓相対重量の増加、尿量
の減少、摂水量の減少（雄）、血中尿素窒素の増加（雌）が、1,000ppm
（100mg/kg/day（雄）、120mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で摂餌量の減
少、体重増加抑制、摂水量の減少（雌）がみられた（NITE 初期リスク評
価書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、MOE 初期評価（2017））。
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（１０）ラットの飲水投与の104週間経口投与試験で、50ppm（4mg/kg/day
（雄）、6mg/kg/day（雌）、区分1の範囲）で骨髄の過形成（雌）が、250ppm
（17mg/kg/day（雄）、25mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で摂餌量、摂水
量の減少、体重増加抑制、腎臓絶対重量の抑制傾向、尿量の減少、尿
浸透圧の増加、尿細管色素沈着（雌）が、1,000ppm（64mg/kg/day（雄）、
86mg/kg/day（雌）、区分2の範囲）で前胃炎、水腫、扁平上皮の過形成、
骨髄の過形成、尿細管色素沈着（雄）がみられた（NITE 初期リスク評価
書（2008）、厚労省 リスク評価書（2015）、MOE 初期評価（2017））。
（１１）ラットの4週間経皮投与試験（6時間/日、5日/週）で、50mg/kg/day
（90日換算：35.7mg/kg/day、区分2の範囲）で投与局所の紅斑、尿素窒
素の用量依存性の増加（雄）、摂水量の減少（雌）、血小板と赤血球数の
増加（雌）が、100mg/kg/day（90日換算：71.4mg/kg/day、区分2の範囲）
で体重増加抑制（雄）が、150mg/kg/day（90日換算：107mg/kg/day、区
分2の範囲）で投与局所の浮腫（雄）、副腎相対重量の増加（雌）がみら
れた（NITE 初期リスク評価書（2008））。

誤えん有害性 データなし

１２．環境影響情報
水生環境有害性　短期（急性） 甲殻類（Acartia tonsa）LC50 = 0.07mg/L/48h（EU CLP CLH（2013））であ

ることから、区分1とした。
水生環境有害性　長期（慢性） 急速分解性があり（BODによる分解度：59％、DOC分解度：86％、GC分

解度：100％（METI既存点検結果（1995）））、藻類（デスモデスムス属）の
NOErC = 0.025mg/L/72h（EU CLP CLH（2013））から、区分2とした。

生態毒性 データなし
残留性・分解性 データなし
生体蓄積性 データなし
土壌中の移動性 データなし
オゾン層への有害性 データなし

１３．廃棄上の注意
残余廃棄物 本品を廃棄する際には、国、都道府県並びにその地方の法規、条例に

従うこと。廃棄処理中に危険が及ばないよう十分注意すること｡
汚染容器及び包装 関連法規制ならびに地方自治体の基準に従って適切な処分を行う。空

容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。

１４．輸送上の注意
国際規制 　
　海上規制情報 ＩＭＯの規定に従う。
　UN No. 2922
　Proper Shipping Name CORROSIVE LIQUID, TOXIC, N.O.S.
　Class 8
　Sub Risk 6.1
　Packing Group III
　Marine Pollutant Not Applicable
　Transport in bulk according Not Applicable
　to MARPOL 73/78,Annex II,
　and the IBC code.
　航空規制情報 ＩＣＡＯ／ＩＡＴＡの規定に従う。
　UN No. 2922
　Proper Shipping Name CORROSIVE LIQUID, TOXIC, N.O.S.
　Class 8
　Sub Risk 6.1
　Packing Group III
国内規制 　
　陸上規制情報 該当しない。
　海上規制情報 船舶安全法の規定に従う。
　国連番号 2922
　品名 その他の腐食性物質（液体）（毒性のもの）
　国連分類 8
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　副次危険 6.1
　容器等級 III
　海洋汚染物質 非該当
　MARPOL 73/78 附属書II 及び 非該当
　IBCコードによるばら積み輸送
　される液体物質
　航空規制情報 航空法の規定に従う。
　国連番号 2922
　品名 その他の腐食性物質（液体）（毒性のもの）
　国連分類 8
　副次危険 6.1
　等級 III
　特別の安全対策 　
　緊急時応急措置指針番号 154

１５．適用法令
化学物質排出把握管理促進法
（ＰＲＴＲ法）

第１種指定化学物質（法第２条第２項、施行令第１条別表第１）【１０９
グルタルアルデヒド】
　グルタルアルデヒド
　含有する製品は、第１種指定化学物質質量の割合が１質量％以上で
あって、次の各号のいずれにも該当しないもの。（施行令第５条）　１　事
業者による取扱いの過程において固体以外の状態にならず、かつ、粉
状又は粒状にならない製品　２　第１種指定化学物質が密封された状態
で取り扱われる製品　３　主として一般消費者の生活の用に供される製
品　４　資源の有効な利用の促進に関する法律第２条第４項に規定する
再生資源

労働安全衛生法 名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２、施行令第１８条
の２第１号、第２号別表第９）【１３９　グルタルアルデヒド】
　グルタルアルデヒド
　０．１重量％以上を含有する製剤その他の物（施行令第１８条の２第２
号、安衛則第３４条の２別表第２）

名称等を表示すべき危険物及び有害物（法第５７条第１項、施行令第１８
条第１号、第２号別表第９）【１３９　グルタルアルデヒド】
　グルタルアルデヒド
　１重量％以上を含有する製剤その他の物（安衛則第３０条・別表第２）。
運搬・貯蔵中に固体以外の状態にならず、かつ、粉状にならない物で
あって、令別表第一に掲げる危険物、可燃性の物等爆発又は火災の原
因となるおそれのある物並びに皮膚に対して腐食の危険を生じるもので
ないものを除く。

変異原性が認められた既存化学物質（法第５７条の５、労働基準局長通
達）【５０　グルタルアルデヒド】
　グルタルアルデヒド
　含有するもの、１重量％以下のものを除く（指針Ｈ５基発３１２号の３）

消防法 第４類引火性液体、第二石油類水溶性液体（法第２条第７項危険物別表
第１・第４類）【４　第二石油類水溶性液体】
　１気圧で、液体であって、危険物令第１条の６で定める試験で引火性を
示し、引火点が２１℃以上７０℃未満のもの（法別表第１備考１４）。ただ
し可燃性液体量が４０％以下であって、引火点が４０℃以上、かつ、燃焼
点が６０℃以上のものを除く（危険物則第１条の３第５項）。

大気汚染防止法 有害大気汚染物質に該当する可能性がある物質（中央環境審議会第９
次答申）【４８　グルタルアルデヒド】
　排気

11 フナコシ株式会社



2023/3/26作成OTH0143V03　グルタルアルデヒド

航空法 腐食性物質（施行規則第１９４条危険物告示別表第１）【【国連番号】２９
２２　その他の腐食性物質（液体）（毒性のもの）】
　他に品名が明示されているものを除く

船舶安全法 腐食性物質（危規則第３条危険物告示別表第１）【【国連番号】２９２２　そ
の他の腐食性物質（液体）（毒性のもの）】

労働基準法 疾病化学物質（法第７５条第２項、施行規則第３５条別表第１の２第４号
１）【グルタルアルデヒド】

１６．その他の情報
参考文献 経済産業省 事業者向けGHS分類ガイダンス

日本ケミカルデータベース ezCRIC
安全衛生情報センター GHS対応モデルSDS
国際化学物質安全性カード（ICSC）日本語版

その他 ◆危険・有害性の評価は必ずしも十分でないので、取扱いには十分
　注意して下さい。
◆本データシートは情報を提供するもので、記載内容を保証する
　ものではありません。
◆表記の試験研究用試薬以外に本データシートを適用しないで下さい。
◆輸送中、保管中、廃棄後も含めて、内容物や容器が、製品知識を
　有しない者の手に触れぬよう、厳重に注意して下さい。
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